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は
じ
め
に
二
〇
一
四
年
三
月
刊
行
『
愛
知
県
史
資
料
編

中
世
・
織
豊』
(
愛
知
県
発
行)
に
補
一
七
八
号
と
し
て
、
法
華
宗
(
陣
門
流)
総
本
山
長
久
山
本
成
寺
(
新
潟
県
三
条
市)
の
文
書
の
う
ち
か
ら
九
月
二
十
二
日
付
菩
提
心
院
日
覚
書
状
(
本
成
寺
充
て)
を
収
録
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
写
真
も
口
絵
図
版

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
愛
知
県
史
資
料
編』
の
中
世
・
織
豊
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
史
料
一
点
ご
と
に
複
数
の
委
員
に
よ
る
検
討
・
討
議
を
経
つ
つ
綱
文
確
定
や
年
代
比
定
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
各
史
料
に
は
、
調
査
お
よ
び
原
稿
作
成
の
担
当
委
員
が
当
然
な
が
ら
存
在
す
る
。
当
該
文
書
は
村
岡
が
担
当
し
た
。
調
査
は
、
二
〇
一
二
年
夏
、
本
成
寺
に
お
い
て
恒
例
の
年
一
度
の
寺
宝
物
風
入
れ
(
曝
涼)
の
お
り
に
県
史
編
さ
ん
室
よ
り
請
う
て
実
施
し
、
播
磨
良
紀
委
員
(
現
｢
中
世
２
・
織
豊｣
部
会
長)
と
と
も
に
原
本
を
拝
見
し
た
。
前
掲
書
の
当
該
文
書
綱
文
に
｢
菩
提
心
院
日
覚
、
織
田
信
秀
が
三
河
国
に
お
い
て
今
川
軍
を
破
り
、
松
平
広
忠
を
降
参
さ
せ
た
こ
と
を
越
後
国
本
成
寺
に
伝
え
る
。｣
と
あ
る
と
お
り
、
尾
張
・
三
河
の
戦
国
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
情
報
を
含
ん
だ
文
書
で
あ
る
。
書
状
で
あ
る
か
ら
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
で
天
文
十
六
年
(
一
五
四
七)
に
比
定
し
た
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
比
定
の
根
拠
を
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
根
拠
を
示
し
た
の
ち
、
こ
の
文
書
が
天
文
十
六
年
と
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
当
該
期
三
河
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
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織
田
信
秀
岡
崎
攻
落
考
証
村
岡
幹
生
他
史
料
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
(
１)
。
一
日
覚
書
状
の
年
代
比
定
当
該
文
書
の
年
代
比
定
に
関
す
る
従
来
の
説
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
文
書
は
す
で
に
一
九
七
九
年
刊
行
『
三
条
市
史
資
料
編
第
二
巻
古
代
中
世
編』
(
三
条
市
役
所
発
行)
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
一
七
〇
号)
。
そ
こ
で
は
、
文
中
の
｢
三
州
ハ
駿
河
衆
敗
軍
の
様
ニ
候
て｣
を
桶
狭
間
の
戦
い
に
お
け
る
今
川
義
元
敗
北
の
こ
と
と
解
し
、
続
く
｢
弾
正
忠
先
以
一
国
を
管
領
候｣
の
弾
正
忠
を
織
田
信
長
と
し
て
、
永
禄
三
年
(
一
五
六
〇)
に
比
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、｢『
長
久
山
歴
代
譜』
に
よ
る
と
、
日
覚
は
、｢
天
文
十
九
戊
戌
年
十
一
月
十
六
日
遷
化｣
と
な
っ
て
い
て
、
あ
わ
な
い
。｣
と
の
注
記
を
付
し
て
い
る
。『
長
久
山
歴
代
譜』
と
は
日
覚
が
第
九
世
を
つ
と
め
た
本
成
寺
の
住
持
歴
代
記
で
あ
る
(
２)
。
そ
の
後
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
潟
県
史
資
料
編
５』
(
新
潟
県
発
行)
に
お
い
て
も
、『
三
条
市
史』
を
踏
襲
し
た
年
代
比
定
・
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
(
二
六
九
七
号)
。
し
か
し
、
桶
狭
間
の
戦
い
当
時
の
信
長
は
い
ま
だ
弾
正
忠
を
名
乗
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
年
代
比
定
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
(
奥
野
高
廣
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
上
巻』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
参
照)
。
二
〇
一
一
年
刊
行
久
保
田
昌
希
・
大
石
泰
史
編
『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編
第
二
巻』
(
東
京
堂
出
版)
は
、
九
六
五
号
と
し
て
当
該
文
書
を
天
文
十
九
年
(
一
五
五
〇)
に
載
せ
、｢
本
文
書
は
年
未
詳
な
れ
ど
、
菩
提
心
院
日
覚
が
天
文
十
九
年
十
一
月
十
六
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
便
宜
こ
こ
に
収
め
る
。｣
と
し
て
い
る
。
当
該
文
書
を
記
し
た
日
覚
は
、
天
文
九
年
(
一
五
四
〇)
に
本
成
寺
住
持
を
退
い
た
の
ち
、
陣
門
流
を
信
奉
す
る
越
中
国
楡
原
保
(
富
山
市)
の
城
尾
じ
ょ
う
の
お
城
主
斎
藤
氏
の
城
下
、
井
田
菩
提
心
院
に
隠
居
し
た
(
３)
。
当
該
文
書
は
か
の
地
か
ら
本
成
寺
に
充
て
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
斎
藤
氏
周
辺
の
政
治
状
況
を
述
べ
た
く
だ
り
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
う
ち
、
冒
頭
付
近
に
あ
る
次
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
爰
許
な
り
ハ
、
和
談
已
後
、
如
形
進
退
相
続
分
に
て
候
、
無
威
勢
沙
汰
限
に
て
候
、
所
帯
先
以
無
相
違
意
に
て
候
、
｢
こ
こ
も
と
(
す
な
わ
ち
日
覚
を
招
い
た
城
尾
城
主
斎
藤
氏)
の
様
子
は
、
和
談
が
な
っ
て
以
後
そ
の
ま
ま
城
主
と
し
て
の
立
場
に
お
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
威
勢
の
衰
え
よ
う
は
言
語
道
断
で
す
。(
斎
藤
氏
の)
所
領
は
と
り
あ
え
ず
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
心
持
ち
で
す
。｣
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
｢
和
談｣
と
は
、
い
わ
ゆ
る
｢
天
文
越
中
大
乱｣
(
後
掲
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同
時
代
史
料
に
｢
越
中
大
乱｣
と
あ
る)
の
和
睦
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
｢
越
中
大
乱｣
は
、
天
文
十
二
年
か
ら
翌
年
に
及
び
、

保
長なが
職もと
と
椎
名
康
胤
の
対
立
を
主
軸
と
し
て
諸
国
人
・
土
豪
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。｢
越
中
大
乱｣
は
、
富
山
城
主
と
な
っ
た

保
氏
優
位
の
う
ち
に
推
移
し
、
そ
の
過
程
で
和
睦
が
結
ば
れ
た
。
先
の
文
面
は
、
こ
の
大
乱
に
お
い
て
城
尾
城
主
斎
藤
氏
が
反

保
氏
側
に
属
し
た
事
実
に
対
応
し
て
い
る
(
４)
。
な
お
、
当
該
文
書
終
わ
り
近
く
に
も
、｢
椎
名
殿
は
今
に
至
っ
て
も
無
作
(
無
骨
で
こ
な
れ
ぬ
立
ち
振
る
舞
い)
で
、

保
と
は
｢
面
お
も
て
趣むき
申
談
せ
ら
る
る
分
に
て
候
へ
共｣
、
心
の
底
で
は
(

保
と
の)
わ
だ
か
ま
り
が
解
け
て
い
な
い
よ
う
だ｣
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
。
｢
越
中
大
乱｣
和
睦
へ
の
動
き
は
、
天
文
十
三
年
三
月
に
は
確
認
で
き
る
(
５)
。
し
か
し
同
年
五
月
十
三
日
の
時
点
で
日
覚
は
、｢
当
国
の
錯
乱
、
惣
国
の
義
は
過
半
無
為
の

あ
つ
か
い
調
と
と
の
い
寄
り
候
、
当
城
(
城
尾
城)
の
義
、
今
に
相
済
ま
ず
候
て
鉾
楯
半
ば
に
候｣
(
原
文
漢
文
、
読
み
下
し)
と
述
べ
て
、
い
ま
だ
城
尾
城
の
籠
城
が
解
か
れ
て
い
な
い
様
子
を
三
河
国
西にし
郡ごお
りの
城
主
鵜
殿
玄
長
に
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
日
覚
の
弟
子
で
京
都
本
禅
寺
の
日
導
は
、
同
年
六
月
三
日
時
点
で
、｢
越
中
大
乱
ニ
付
而
、
城
尾
ニ
僧
正
様
(
日
覚)
御
在
城
候
、
様
躰
笑
止
ニ
存
候｣
と
、
日
覚
の
城
尾
城
籠
城
の
苦
難
が
続
く
の
を
憂
慮
し
つ
つ
も
、｢
能
州
よ
り｣
す
な
わ
ち
能
登
守
護
畠
山
義
続
よ
り
の
｢
和
談
之
｣
に
よ
っ
て
解
放
の
日
も
近
い
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
(
６)
。
そ
の
後
日
覚
は
同
年
の
う
ち
に
越
中
を
発
ち
、
鵜
殿
玄
長
の
も
と
に
逗
留
し
た
。
日
覚
は
、
籠
城
が
さ
ら
に
続
く
な
ら
、
ふ
と
す
ぐ
に
で
も
鵜
殿
の
も
と
に
赴
き
た
い
と
、
先
の
文
書
で
伝
え
て
い
た
。
逗
留
は
年
を
ま
た
が
り
、
翌
年
五
月
二
十
一
日
に
、
彼
は
再
び
城
尾
城
下
菩
提
心
院
に
帰
着
し
て
い
る
(
天
文
十
四
年
六
月
七
日
日
導
書
状
、
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
五
五
二
号)
。
以
上
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
日
覚
が
斎
藤
氏
｢
和
談
已
後｣
の
推
移
を
述
べ
て
い
る
当
該
文
書
の
成
立
は
、
天
文
十
四
年
(
一
五
四
五)
以
降
で
あ
る
。

保
氏
と
椎
名
氏
の
和
議
に
よ
る
こ
う
し
た
静
謐
・
均
衡
に
変
化
が
訪
れ
た
の
は
、
永
禄
三
年
(
一
五
六
〇)
三
月
の
長
尾
景
虎
の
越
中
進
攻
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
景
虎
は

保
氏
を
攻
め
て
富
山
城
自
落
に
追
い
込
み
、
椎
名
氏
を
安
泰
に
し
て
帰
国
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
文
書
が
九
月
二
十
二
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
該
文
書
作
成
の
下
限
は
永
禄
二
年
と
な
り
、
先
の
永
禄
三
年
比
定
説
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
点
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
厳
密
に
同
時
代
史
料
の
み
に
よ
っ
て
の
考
証
に
限
定
し
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
日
覚
関
連
同
時
代
史
料
と
、
日
覚
没
年
を
天
文
十
九
年
と
す
る
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『
長
久
山
歴
代
譜』
の
伝
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
こ
と
さ
ら
に
か
の
伝
を
疑
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編』
が
ひ
と
ま
ず
下
限
を
天
文
十
九
年
と
設
定
し
た
の
は
妥
当
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
当
該
文
書
の
年
代
を
天
文
十
六
年
と
特
定
す
る
根
拠
と
な
る
の
は
、
尚
々
書
の
う
ち
京
都
の
情
勢
に
ふ
れ
た
次
の
記
事
で
あ
る
。
京
都
ハ
山
門
と
和
談
と
や
ら
ん
の
様
に
成
候
而
、
心
安
勤
行
を
も
諸
法
花
共
ニ
せ
ら
れ
候
よ
し
候
、
当
宗
の
事
、
入
ら
く
次
第
の
事
に
て
候
、
過
分
に
代
物
を
仕
候
而
、
こ
れ
ほ
と
に
も
成
た
る
□
□
候
、
本
禅
に
も
負
物
過
分
ニ
候
、
天
文
十
六
年
六
月
十
七
日
、
天
文
五
年
に
お
こ
っ
た
天
文
法
華
の
乱
以
来
、
洛
中
に
お
い
て
対
立
状
態
に
あ
っ
た
日
蓮
宗
諸
寺
と
山
門
延
暦
寺
と
の
間
で
、
近
江
守
護
六
角
定
頼
を
仲
介
と
し
て
和
睦
が
成
立
し
た
(
７)
。
こ
の
和
睦
は
、
日
蓮
宗
側
が
山
門
側
に
｢
日
吉
御
祭
礼
料｣
百
貫
文
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
い
、
右
に
も
｢
過
分
に
代
物
を
仕
候
而
、
こ
れ
ほ
と
に
も
成
た
る｣
と
あ
り
、
本
成
寺
末
本
禅
寺
の
負
担
に
ふ
れ
て
い
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
天
文
十
六
年
の
山
門
・
日
蓮
宗
諸
寺
和
睦
の
事
態
に
対
応
し
た
記
事
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
こ
に
、『
愛
知
県
史
資
料
編

中
世
・
織
豊』
の
と
お
り
、
当
該
文
書
が
天
文
十
六
年
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
二
織
田
信
秀
三
河
進
攻
情
報
の
信
憑
性
当
該
文
書
に
記
載
さ
れ
た
三
河
情
報
を
、
以
下
に
見
て
い
く
。
一
、
三
州
ハ
駿
河
衆
敗
軍
の
様
ニ
候
て
、
弾
正
忠
先
以
一
国
を
管
領
候
、
威
勢
前
代
未
聞
之
様
ニ
其
沙
汰
共
候
、
一
、
此
の
十
日
計
已
前
ニ
京
都
よ
り
楞
厳
坊
罷
下
候
、
厳
隆
坊
も
同
心
に
て
候
、
(
三
河
で
は
駿
河
衆
が
敗
戦
し
た
ら
し
く
、
弾
正
忠
が
ひ
と
ま
ず
は
一
国
を
押
さ
え
て
い
る
。
そ
の
威
勢
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
程
度
で
あ
る
よ
う
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。)
天
文
十
六
年
当
時
、｢
弾
正
忠｣
を
称
し
て
今
川
軍
勢
を
破
り
三
河
を
支
配
し
う
る
人
物
は
、
織
田
信
長
の
父
、
織
田
信
秀
の
ほ
か
あ
り
え
な
い
。一
、
彼
楞
厳
坊
申
来
候
ハ
、
鵜
殿
仕
合
ハ
よ
く
も
有
間
敷
様
ニ
物
語
候
、
其
謂
ハ
尾
と
駿
と
間
を
見
あ
わ
せ
候
て
、
種
々
上
手
を
せ
ら
れ
候
之
処
ニ
、
覚
悟
外
ニ
東
国
は
い
く
ん
ニ
成
候
間
、
弾
正
忠
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一
段
ノ
曲
な
く
被
思
た
る
よ
し
に
候
、
定
而
彼
地
を
も
只
今
の
時
分
は
攻
い
ら
ん
や
と
致
物
語
候
間
、
あ
ま
り
ニ
□
□
(
無
心
ヵ)
許
存
候
間
、
近
日
心
□
(
城)
坊
を
可
差
遣
覚
悟
に
て
候
、
(
か
の
楞
厳
坊
が
申
し
来
た
る
と
こ
ろ
で
は
、
鵜
殿
氏
に
と
っ
て
め
ぐ
り
あ
わ
せ
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
言
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
鵜
殿
は
か
ね
て
織
田
と
今
川
の
力
関
係
を
見
計
ら
っ
て
、
両
者
と
の
外
交
で
い
ろ
い
ろ
上
手
に
立
ち
回
っ
て
お
い
で
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
思
い
の
外
、
今
川
軍
敗
戦
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
、
織
田
信
秀
は
今
や
、
鵜
殿
へ
何
ら
愛
想
す
る
ま
で
も
な
い
と
(｢
一
段
ノ
曲
な
く｣)
お
思
い
と
の
こ
と
だ
。
楞
厳
坊
が
｢
お
そ
ら
く
今
こ
ん
に
ち
の
時
点
で
は
、
は
や
鵜
殿
の
城
に
織
田
が
攻
め
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い｣
と
言
う
か
ら
、
あ
ま
り
に
も
心
許
無
く
思
わ
れ
る
の
で
、
近
日
の
う
ち
に
心
城
坊
を
鵜
殿
の
も
と
に
差
し
遣
わ
す
つ
も
り
で
あ
る
。)
岡
崎
ハ
弾
江
か
う
参
之
分
に
て
、
か
ら


の
命
に
て
候
、
弾
は
三
州
平
均
、
其
翌
日
ニ
京
上
候
、
其
便
宜
候
て
楞
厳
坊
物
語
も
聞
ま
い
ら
せ
候
、
万
一
の
辺
も
候
て
ハ
、
門
中
力
落
外
見
実
義
口
惜
次
第
候
、
(
岡
崎
城
主
松
平
広
忠
は
、
織
田
信
秀
へ
の
降
参
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
命
ば
か
り
は
許
さ
れ
た
。
信
秀
は
三
河
を
平
ら
げ
(｢
平へい
均ぎん｣
に
し)
、
そ
の
翌
日
に
京
に
上
っ
た
。
楞
厳
坊
の
在
京
中
に
信
秀
上
京
と
い
う
良
い
つ
い
で
が
重
な
り
、
こ
の
よ
う
に
楞
厳
坊
が
聞
き
つ
け
て
情
報
を
よ
こ
し
く
れ
た
。
鵜
殿
に
万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
当
門
流
に
と
っ
て
痛
手
で
あ
り
、
体
面
上
も
実
質
に
お
い
て
も
残
念
な
事
態
で
あ
る
。)
以
上
に
見
る
と
お
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
三
河
情
勢
は
、
み
な
伝
聞
情
報
で
あ
る
。
た
だ
伝
聞
と
は
い
っ
て
も
、
出
所
の
曖
昧
な
も
の
で
は
な
い
。｢
此
の
十
日
計
已
前
ニ
京
都
よ
り｣
、
筆
者
日
覚
の
も
と
に
罷
り
下
っ
た
彼
の
弟
子
で
あ
る
楞
厳
坊
な
ら
び
に
厳
隆
坊
が
も
た
ら
し
た
(｢
厳
隆
坊
も
同
心
に
て
候｣)
、
京
都
に
お
け
る
｢
其
沙
汰
共｣
す
な
わ
ち
、
う
わ
さ
、
評
判
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
情
報
は
、
京
に
上
っ
た
当
事
者
織
田
信
秀
周
辺
か
ら
発
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
年
、
信
秀
が
京
都
に
い
た
と
は
他
の
史
料
で
確
認
で
き
な
い
が
、
信
秀
上
京
が
虚
報
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
情
報
に
接
し
て
の
日
覚
の
主
た
る
関
心
は
、
陣
門
流
の
有
力
な
信
者
で
あ
り
、
か
の｢
越
中
大
乱｣
に
際
し
て
逃
避
中
に
世
話
に
も
な
っ
た
三
河
鵜
殿
氏
の
境
遇
で
あ
る
。
興
味
本
位
に
噂
に
興
じ
て
い
る
の
で
123
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
と
き
に
日
覚
は
、
尾
張
に
も
確
か
な
情
報
源
を
有
し
て
い
た
。
当
該
文
書
に
は
、｢
尾
州
よ
り
ハ
、
当
年
ハ
細
々
子
細
候
て
、
人
の
往
通
候
キ｣
と
あ
り
、
そ
れ
は
｢
孫
右｣
な
る
者
が
美
濃
に
在
国
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
記
し
て
い
る
。｢
細
々｣
は
、
そ
れ
に
続
い
て
｢
子
細
候
て｣
と
あ
る
か
ら
、｢
ほ
そ
ぼ
そ｣
｢
こ
ま
ご
ま
と｣
で
は
な
く
｢
再
々｣
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
門
流
の
尾
張
国
山
田
郡
稲
生
い
の
お
の
｢
妙
本
寺
よ
り
ハ
細
ニ
書
状
候
キ｣
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
日
覚
は
尾
張
国
｢
春
日
井
郡｣
守
山
(
当
時
は
正
し
く
は
山
田
郡
に
属
し
た)
の
生
ま
れ
で
、
僧
と
し
て
は
｢
同
国
稲
生
妙
本
寺
日
昭
弟
子｣
と
し
て
歩
み
を
始
め
た
と
い
う
(『
長
久
山
歴
代
譜』)
。
先
年
の
三
河
滞
在
の
経
験
を
含
め
て
、
彼
に
は
、
尾
張
・
三
河
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、
甚
だ
し
く
は
外
さ
な
い
程
度
の
判
断
力
や
土
地
勘
が
備
わ
っ
て
い
た
と
し
て
よ
い
。
尾
張
か
ら
複
数
の
経
路
で
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
情
報
に
、
先
の
三
河
情
勢
に
関
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
は
当
該
文
書
に
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
が
荒
唐
無
稽
の
尾
張
・
三
河
情
報
に
踊
ら
さ
れ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以
上
、
当
該
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
天
文
十
六
年
に
お
け
る
三
河
急
変
の
情
報
が
、
基
本
的
に
は
伝
聞
情
報
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
史
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
を
く
む
べ
き
素
材
で
あ
る
と
確
認
し
た
。
た
だ
、
そ
の
情
報
源
が
織
田
信
秀
周
辺
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
当
然
に
、
織
田
信
秀
の
三
河
に
お
け
る
優
位
を
実
際
以
上
に
誇
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
、
論
を
俟
た
な
い
。
三
織
田
信
秀
の
岡
崎
攻
落
を
伝
え
る
別
文
書
楞
厳
坊
は
、
織
田
信
秀
が
三
河
｢
一
国
を
管
領｣
、
ま
た
｢
弾
(
弾
正
忠
織
田
信
秀)
は
三
州
平
均｣
と
伝
え
な
が
ら
も
、
鵜
殿
氏
が
降
伏
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
確
報
と
し
て
で
は
な
く
、
事
態
が
必
然
的
に
も
た
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
彼
自
身
が
懸
念
す
る
そ
の
後
の
展
開
(
彼
の
憶
測)
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
鵜
殿
氏
の
本
拠
地
た
る
蒲
郡
市
付
近
や
そ
れ
以
東
の
東
三
河
の
地
ま
で
が
、
信
秀
上
洛
以
前
に
信
秀
に
す
で
に
制
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
ま
で
は
楞
厳
坊
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
当
該
文
書
の
｢
一
国
を
管
領｣
｢
三
州
平
均｣
と
い
う
表
現
に
は
、
あ
き
ら
か
に
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
史
実
と
み
な
す
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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当
該
文
書
が
、
三
河
に
お
け
る
信
秀
の
｢
威
勢
前
代
未
聞｣
と
い
う
事
態
に
関
し
、
確
か
な
情
報
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。岡
崎
ハ
弾
江
か
う
参
之
分
に
て
、
か
ら


の
命
に
て
候
、
こ
の
岡
崎
情
報
は
ま
こ
と
に
衝
撃
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
時
代
以
来
の
通
説
で
は
徳
川
家
康
の
父
松
平
広
忠
は
、
天
文
六
年
(
一
五
三
七)
に
岡
崎
城
主
と
な
っ
て
の
ち
同
十
八
年
(
一
五
四
九)
に
没
す
る
ま
で
の
間
に
、
今
川
義
元
の
配
下
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
間
ず
っ
と
岡
崎
城
主
と
し
て
の
地
位
は
保
ち
続
け
た
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
彼
が
今
川
に
で
は
な
く
織
田
に
降
参
し
、
し
か
も
｢
命
か
ら
が
ら｣
の
態
で
あ
っ
た
と
は
、
想
像
だ
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
が
天
文
十
六
年
に
あ
っ
た
史
実
だ
と
す
る
と
、
同
年
に
松
平
竹
千
代
(
家
康)
が
織
田
の
人
質
と
し
て
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
、
ま
た
、
織
田
信
長
が
初
陣
と
し
て
｢
三
州
之
内
吉
良
大
浜｣
に
遠
征
し
た
、
さ
ら
に
、
翌
天
文
十
七
年
三
月
に
織
田
信
秀
軍
と
雪
斎
太
原
率
い
る
今
川
軍
が
小
豆
坂
あ
ず
き
ざ
か
で
戦
っ
た
(
小
豆
坂
の
戦
い)
、
な
ど
の
諸
史
実
の
背
景
の
理
解
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
前
後
の
史
実
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
察
は
あ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
先
の
岡
崎
情
報
に
つ
い
て
、
史
実
と
し
て
の
信
憑
性
を
検
討
し
よ
う
。
実
は
、
天
文
十
六
年
に
織
田
信
秀
が
岡
崎
城
を
押
さ
え
た
と
の
伝
は
、
別
の
同
時
代
史
料
に
も
存
在
す
る
。
天
文
十
七
年
三
月
十
一
日
付
の
織
田
信
秀
充
て
北
条
氏
康
書
状
写
(
内
閣
文
庫
『
古
証
文』
所
収)
で
あ
る
。
古
く
は
『
朝
野
旧
聞

藁』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
(
永
正
三
年
十
一
月
十
二
日
条)
、
誤
っ
て
永
正
三
年
の
別
文
書
に
繋
げ
末
尾
が
消
滅
し
た
状
態
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
刊
本
と
し
て
本
来
の
姿
で
、
一
九
七
九
年
刊
行
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
(
３
下)』
六
八
五
二
号
(
以
下
『
神
奈
川
県
史』
と
表
記)
は
じ
め
、
近
く
は
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
五
八
号
な
ど
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
天
文
十
七
年
三
月
十
九
日
の
小
豆
坂
の
戦
い
を
間
近
に
控
え
た
同
年
三
月
十
一
日
の
時
点
で
織
田
信
秀
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
信
秀
よ
り
氏
康
に
向
け
て
発
さ
れ
た
、
北
条
氏
と
今
川
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
氏
康
が
｢
近
年
一
和
を
遂
げ
候
と
い
え
ど
も
、
か
の
国
よ
り
疑
心
止
む
こ
と
無
く
候
あ
い
だ
、
迷
惑
候｣
(
原
文
漢
文
、
読
み
下
し
、
以
下
同
じ)
と
応
じ
て
い
る
く
だ
り
が
主
文
と
み
な
さ
れ
る
。
冒
頭
に
｢
来
札
の
如
く
近
年
は
遠
路
故
申
し
通
さ
ず
候
と
こ
ろ
、
懇
切
に
示
し
給
わ
り
候｣
と
あ
っ
て
、
今
川
と
の
決
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戦
を
覚
悟
し
た
信
秀
か
ら
唐
突
に
問
い
合
わ
せ
が
届
い
た
の
を
、
こ
と
の
始
ま
り
と
し
て
お
り
、
外
交
交
渉
と
し
て
き
わ
め
て
慎
重
な
配
慮
と
意
思
を
込
め
た
や
り
と
り
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
信
秀
が
あ
わ
よ
く
ば
織
田
・
北
条
の
同
時
作
戦
に
よ
る
今
川
挟
み
撃
ち
に
期
待
を
か
け
た
の
に
対
し
、
氏
康
が
｢
和
睦
後
も
今
川
が
当
方
に
対
し
挑
発
的
で
た
い
そ
う
困
っ
て
い
る
。(
す
な
わ
ち
、
当
方
は
今
川
と
の
和
睦
を
第
一
義
と
し
て
い
る
。
み
ず
か
ら
積
極
的
に
今
川
と
一
戦
を
構
え
る
気
は
な
い
。)｣
と
応
じ
た
も
の
(
織
田
か
ら
の
打
診
に
対
す
る
婉
曲
な
拒
絶)
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
北
条
氏
康
書
状
に
は
、
右
の
主
文
に
先
だ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
三
河
情
勢
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仍
て
三
州
の
儀
、
駿
州
へ
相
談
せ
ら
れ
、
去
年
彼
の
国
に
向
け
軍
い
く
さ
を
起
こ
さ
れ
、
安
城
は
要
害
、
則
時
ニ
破
ら
る
の
由
候
、
毎
度
御
戦
功
、
奇
特
に
候
、
殊
に
岡
崎
の
城
、
其
の
国
よ
り
相
押
さ
え
候
に
就
き
、
駿
州
ニ
も
今
橋
本
意
に
致
さ
れ
候
、
其
れ
以
後
、
万
よ
ろ
ず
其
の
国
相
違
の
刷
あ
し
ら
い候
哉
、
茲
に
因
り
か
の
国
(
に)
相
詰
め
ら
る
の
由
承
り
候
、
余
儀
無
き
題
目
に
候
、
就
中
、
駿
州
・
此
方
の
間
の
儀
、
御
尋
ね
に
預
か
り
候
、(
以
下
、
前
述
主
文)
＊
傍
線
を
付
し
た
二
箇
所
は
、
文
字
に
つ
き
説
明
を
要
す
る
。
相
談
せ
ら
れ
(
原
文
｢
被
相
談｣)
『
神
奈
川
県
史』
や
愛
知
県
史
『
中
世
３』
な
ど
は
｢
無
相
談｣
と
読
ん
で
い
る
が
、
以
前
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
文
字
自
体
は
間
違
い
な
く
｢
被｣
で
あ
る
。
ま
た
、
原
本
に
｢
無｣
と
あ
っ
た
も
の
が
『
古
証
文』
収
録
時
に
｢
被｣
と
誤
写
さ
れ
た
と
み
て
、｢
相
談
無
く｣
が
も
と
も
と
の
文
意
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
も
正
し
く
な
い
(
８)
。
安
城
は
要
害
(
原
文
｢
安
城
者
要
害｣)
本
文
書
が
こ
れ
ま
で
刊
本
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
、
註
(
８)
所
掲
村
岡
に
よ
る
も
の
も
含
め
、｢
者｣
に
｢
之
カ｣
と
傍
注
し
て
い
る
。
し
か
し
、｢
要
害｣
の
語
を
｢
城
塞｣
の
義
で
な
く
、｢
要
害｣
本
来
の
意
味
で
あ
る
｢
敵
を
防
ぎ
味
方
を
守
る
の
に
便
利
な
地｣
で
解
し
、｢
安
城
は
要
害
(
に
て)｣
の
よ
う
に
、
そ
れ
以
下
に
続
く
文
に
連
結
す
る
語
句
を
補
っ
て
読
め
ば
、｢
安
城
は
織
田
に
と
っ
て
要
害
で
す
か
ら
即
座
に
こ
の
地
の
敵
を
お
破
り
な
り｣
と
し
て
意
味
は
通
る
。
一
方
、｢
安
城
の
要
害
(
城
塞)
を
破
る｣
の
意
と
解
し
て
も
意
味
は
通
る
が
、
不
安
も
残
る
。
一
般
に
こ
の
時
期
の
文
書
に
お
い
て
、
｢
要
害
を
築
く｣
な
ど
の
よ
う
に
、｢
要
害｣
の
語
を
自
方
の
砦
を
指
し
て
用
い
る
例
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
く
だ
り
は
織
田
か
ら
の
来
信
の
文
面
を
踏
襲
し
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
敵
方
(
今
川)
の
砦
を
攻
落
し
た
こ
と
を
他
者
(
北
条)
に
向
か
っ
て
誇
る
際
に
、
織
田
が
｢(
敵
方
で
あ
る)
安
城
城
と
い
う
要
害
を
破
っ
た｣
と
表
現
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
不
自
然
の
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よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
四
北
条
氏
康
書
状
の
史
料
批
判
と
こ
ろ
で
、
先
の
北
条
氏
康
書
状
を
史
料
と
し
て
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、『
古
証
文』
に
お
い
て
こ
の
文
書
の
す
ぐ
前
に
、
同
じ
天
文
十
七
年
三
月
十
一
日
付
の
織
田
信
秀
充
て
北
条
氏
康
書
状
(『
神
奈
川
県
史』
六
八
五
一
号
、
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
五
七
号)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
雑
な
史
料
批
判
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
読
み
下
し)
。
貴
札
拝
見
、
本
望
の
至
り
に
候
、
近
年
は
遠
路
故
申
し
入
れ
ず
候
、
本
意
に
背
き
存
じ
候
、
抑
そ
も
そ
も
駿
州
・
此
方
の
間
の
義
、
御
尋
ね
に
預
か
り
候
、
先
年
一
和
を
遂
げ
候
と
い
え
ど
も
、
か
の
国
よ
り
疑
心
止
む
こ
と
無
く
候
、
委
細
は
御
使
い
申
し
入
る
べ
く
候
条
、
省
略
せ
し
め
候
、
御
意
を
得
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、
要
す
る
に
こ
れ
は
、
先
の
文
書
の
う
ち
三
河
情
勢
に
わ
た
る
部
分
を
欠
落
さ
せ
、
主
文
の
み
を
記
し
た
、
よ
り
簡
潔
な
返
信
で
あ
る
。
こ
の
簡
潔
な
方
の
文
書
(
以
下
、
氏
康
Ａ
書
状
と
表
記)
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
二
通
の
『
古
証
文』
所
収
文
書
の
関
係
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
三
河
情
勢
に
言
及
す
る
先
の
文
書
の
み
が
横
山
住
雄
、
平
野
明
夫
の
両
氏
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
(
註
(
８)
所
掲
各
氏
著
書)
、
織
田
に
よ
る
安
城
城
攻
略
は
何
年
か
と
い
う
関
心
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
註
(
８)
所
掲
『
新
編
安
城
市
史
５』
[
解
説]
に
お
い
て
、
村
岡
は
両
文
書
の
史
料
批
判
を
試
み
た
。
そ
の
際
村
岡
は
、
三
河
情
勢
に
言
及
し
た
先
の
長
文
の
文
書
(
以
下
、
氏
康
Ｂ
書
状
と
表
記)
は
｢
全
体
と
し
て
疑
問
の
も
た
れ
る
文
書
で
あ
る
。｣
と
述
べ
、
結
論
と
し
て
こ
の
文
書
は
、
氏
康
Ａ
書
状
を
も
と
に
し
て
｢
後
代
に
改
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定｣
し
た
。
も
し
そ
の
と
お
り
と
す
る
と
、
三
河
情
勢
に
言
及
す
る
氏
康
Ｂ
書
状
は
、
史
実
を
考
察
す
る
の
に
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
批
判
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
両
文
書
の
史
料
批
判
を
お
こ
な
い
、
両
文
書
が
作
成
さ
れ
た
前
後
関
係
を
推
定
し
直
す
こ
と
に
す
る
。
前
述
[
解
説]
は
、
文
書
の
伝
来
に
関
し
て
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。
同
一
差
出
人
の
、
文
意
が
重
複
し
て
い
る
同
一
日
付
の
両
文
書
が
、
と
も
に
実
際
に
発
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
な
い
の
は
、
前
述
[
解
説]
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
成
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
一
つ
の
文
書
作
成
に
あ
た
っ
て
複
数
の
草
案
が
作
成
さ
れ
る
の
は
よ
く
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あ
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
両
文
書
が
一
つ
の
書
『
古
証
文』
に
並
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
両
文
書
が
同
一
の
場
所
で
採
録
さ
れ
た
と
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
両
文
書
が
、
も
と
も
と
北
条
氏
の
も
と
に
遺
さ
れ
て
伝
来
し
た
控
え
で
あ
っ
た
蓋
然
性
を
こ
そ
、
氏
康
Ｂ
書
状
は
後
代
創
作
と
想
定
す
る
の
に
数
倍
も
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
両
文
書
の
う
ち
一
方
が
先
に
作
成
さ
れ
、
他
の
一
方
は
そ
れ
を
推
敲
し
た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
が
先
に
作
成
さ
れ
た
の
か
。
織
田
へ
の
返
書
た
る
両
文
書
の
主
文
(
北
条
氏
康
が
織
田
信
秀
に
伝
え
た
い
こ
と
の
眼
目)
は
、
前
述
の
と
お
り
、｢
北
条
は
今
川
と
の
和
睦
を
第
一
義
と
し
て
い
る
か
ら
、
貴
意
に
沿
え
な
い｣
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
す
な
わ
ち
、｢
織
田
が
予
定
し
て
い
る
近
々
の
三
河
で
の
織
田
・
今
川
の
い
く
さ
に
際
し
て
、
北
条
は
動
き
ま
せ
ん
。
局
外
中
立
で
す
。｣
と
い
う
返
事
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
氏
康
Ｂ
書
状
を
み
る
と
、
三
河
情
勢
に
言
及
し
た
部
分
に
お
い
て
は
、
こ
の
主
旨
と
は
逆
に
織
田
へ
の
お
も
ん
ば
か
り
の
濃
い
文
面
と
な
っ
て
い
る
。｢
毎
度
御
戦
功
、
奇
特
に
候｣
は
外
交
辞
令
と
し
て
の
域
を
出
な
い
と
し
て
も
、｢
茲
に
因
り
か
の
国
(
に)
相
詰
め
ら
る
の
由
承
り
候
、
余
儀
無
き
題
目
に
候｣
は
あ
き
ら
か
に
、
信
秀
が
予
定
し
て
い
る
近
々
の
三
河
進
攻
に
対
す
る
明
白
な
支
持
表
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
い
っ
た
ん
は
草
案
と
し
て
三
河
情
勢
に
ふ
れ
た
氏
康
Ｂ
書
状
が
作
成
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
う
し
た
明
白
な
支
持
表
明
を
与
え
る
こ
と
が
、
後
日
に
お
い
て
織
田
へ
の
負
い
目
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
を
今
川
が
知
る
事
態
と
な
っ
た
際
に
は
今
川
へ
の
負
い
目
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
三
河
情
勢
へ
の
言
及
を
す
べ
て
削
除
し
た
簡
潔
な
氏
康
Ａ
書
状
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
推
定
が
導
か
れ
る
。
す
る
と
三
河
情
勢
を
述
べ
て
い
る
氏
康
Ｂ
書
状
は
、
実
際
に
は
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
氏
康
Ａ
書
状
も
ま
た
結
局
の
と
こ
ろ
、
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る)
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
氏
康
Ｂ
書
状
が
述
べ
る
三
河
情
勢
が
同
時
代
の
史
実
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
っ
た
ん
記
し
た
内
容
の
間
違
に
気
づ
き
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
実
際
に
発
給
さ
れ
た
か
否
か
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
信
憑
性
の
有
無
と
は
、
こ
の
場
合
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
氏
康
Ｂ
書
状
に
お
い
て
三
河
情
勢
に
つ
い
て
述
べ
た
く
だ
り
で
は
、
文
中
に
｢
〜
の
由
候｣
｢
〜
の
由
承
り
候｣
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
織
田
信
秀
か
ら
の
来
信
で
｢
懇
切
に
示
し
給
わ
り
候｣
と
こ
ろ
の
三
河
情
勢
を
、
北
条
側
が
復
唱
的
に
、
あ
る
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い
は
意
を
取
る
形
で
述
べ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
、
氏
康
Ｂ
書
状
が
写
し
で
は
あ
っ
て
も
同
時
代
史
料
と
み
な
し
う
る
こ
と
、
ま
た
、
三
河
の
当
事
者
で
な
い
北
条
氏
が
天
文
十
七
年
三
月
の
時
点
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、｢
去
年｣
＝
天
文
十
六
年
の
三
河
情
勢
に
関
す
る
記
述
の
出
所
が
、
当
事
者
織
田
信
秀
か
ら
北
条
側
に
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
五
北
条
氏
康
書
状
が
述
べ
る
三
河
情
勢
の
検
討
北
条
氏
康
Ｂ
書
状
が
述
べ
る
天
文
十
六
年
の
三
河
情
勢
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
同
年
に
織
田
信
秀
は
三
河
で
い
く
さ
を
起
こ
し
、
安
城
の
敵
を
破
っ
た
。
②
ま
た
、
岡
崎
城
を
確
保
し
た
。
以
上
は
、
織
田
と
今
川
が
相
談
の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
③
ま
た
、
今
川
義
元
に
お
い
て
も
今
橋
を
｢
本
意｣
に
し
た
。
右
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
横
山
住
雄
氏
ら
の
論
及
が
あ
る
。
こ
れ
以
前
す
で
に
天
文
九
年
六
月
六
日
に
、
織
田
の
軍
勢
が
安
城
ま
で
攻
め
入
っ
て
松
平
の
諸
将
を
討
ち
取
っ
た
事
実
が
あ
り
、
江
戸
時
代
成
立
諸
書
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
安
城
城
が
織
田
の
も
の
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
は
松
平
側
は
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
な
が
ら
も
、
織
田
軍
を
撃
退
し
た
と
伝
え
る
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
断
片
的
な
同
時
代
史
料
が
示
す
状
況
証
拠
・
江
戸
時
代
成
立
諸
史
料
を
総
合
す
れ
ば
、
天
文
十
二
年
ま
で
に
は
織
田
が
安
城
城
を
奪
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
(『
新
編
安
城
市
史
１
通
史
編
原
始
・
古
代
・
中
世』
安
城
市
発
行
、
二
〇
〇
七
年
、
以
下
『
新
編
安
城
市
史
１』
と
表
記
、
村
岡
執
筆
五
七
六
〜
五
八
五
ペ
ー
ジ
参
照)
。
し
か
る
に
平
野
明
夫
氏
は
、
安
城
城
を
織
田
が
攻
落
し
た
の
は
、
実
は
天
文
九
年
で
は
な
く
、
同
時
代
史
料
た
る
①
の
記
述
に
よ
っ
て
天
文
十
六
年
と
正
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る(
同
氏
前
掲
書
三
一
六
ペ
ー
ジ)
。
こ
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
天
文
十
六
年
に
織
田
が
三
河
で
起
こ
し
た
軍
事
行
動
以
前
に
お
い
て
、
松
平
な
い
し
は
前
年
以
降
三
河
に
進
入
し
て
い
た
今
川
の
軍
勢
が
、
織
田
の
支
配
す
る
安
城
城
を
危
う
く
し
て
い
た
か
、
や
や
も
す
れ
ば
安
城
城
を
攻
落
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
天
文
十
二
年
以
前
に
い
っ
た
ん
織
田
が
安
城
城
を
奪
っ
た
が
、
そ
の
後
天
文
十
六
年
ま
で
に
形
勢
が
逆
転
し
前
記
の
事
態
が
生
じ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
①
の
記
述
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
を
以
て
し
て
天
文
九
年
の
史
実
を
論
じ
る
根
拠
に
な
ら
な
い
の
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は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
②
の
織
田
信
秀
岡
崎
攻
落
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
村
岡
前
述
[
解
説]
以
前
に
は
何
故
か
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
横
山
氏
は
、
信
秀
に
よ
る
岡
崎
攻
落
が
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
こ
と
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
文
意
に
翻
訳
し
て
い
る
が
(
同
氏
前
掲
書
一
三
六
ペ
ー
ジ)
、
当
該
部
分
が
そ
の
よ
う
に
読
め
る
余
地
は
な
い
。
さ
て
前
述
[
解
説]
で
は
、
織
田
信
秀
が
岡
崎
城
を
攻
落
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
こ
の
史
料
以
外
に
存
在
し
な
い
、
と
解
説
し
た
。
先
の
菩
提
心
院
日
覚
書
状
が
天
文
十
六
年
と
確
定
し
た
今
と
な
っ
て
は
、
こ
れ
は
意
味
を
失
っ
た
。
ま
た
③
の
記
述
に
つ
い
て
、
同
じ
く
前
述
[
解
説]
に
お
い
て
、
今
川
軍
が
今
橋
城
(
城
主
戸
田
橘
七
郎
宣
成)
を
陥
落
さ
せ
た
の
は
天
文
十
六
年
で
は
な
く
、
通
説
に
従
っ
て
同
十
五
年
十
一
月
十
五
日
で
あ
る
と
し
(『
豊
橋
市
史
第
一
巻』
豊
橋
市
発
行
、
一
九
七
三
年
、
三
九
一
ペ
ー
ジ
参
照)
、
こ
の
記
述
に
疑
問
を
呈
し
た
。
先
の
②
の
記
述
に
つ
い
て
と
も
ど
も
、
氏
康
Ｂ
書
状
後
代
創
作
説
に
傾
く
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
橋
城
天
文
十
五
年
落
城
説
は
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
付
今
川
義
元
感
状
(
天
野
文
書
、
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
五
八
四
号)
が
根
拠
で
あ
る
。
同
文
書
に
は
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
今
川
の
臣
天
野
景
泰
が
今
橋
城
の
｢
外
構｣
を
乗
り
崩
し
、｢
宿
城｣
に
乗
り
入
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
山
田
邦
明
氏
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
今
橋
城
が
落
城
し
た
と
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
同
城
近
く
牛
頭
天
王
社
の
天
文
十
六
年
六
月
十
三
日
銘
神
輿
棟
札
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
二
二
七
一
号)
に
、
大
檀
那
と
し
て
今
川
義
元
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、｢
今
橋
城
が
接
収
さ
れ
た
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
今
川
軍
の
押
さ
え
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。｣
と
し
て
い
る
(
同
氏
著
『
戦
国
時
代
の
東
三
河』
あ
る
む
発
行
、
二
〇
一
四
年
、
四
二
〜
四
四
ペ
ー
ジ)
。｢
宿
城｣
と
は
、
当
時
｢
家
城｣
と
よ
ば
れ
た
、
平
時
に
お
け
る
城
主
居
住
郭
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
籠
城
戦
に
お
い
て
は
最
終
的
に
、
よ
り
防
御
機
能
に
優
れ
堅
固
で
奥
ま
っ
た
別
郭
に
籠
も
る
の
が
恒
で
あ
る
か
ら
、
た
し
か
に
、｢
宿
城｣
に
乗
り
入
っ
た
と
の
記
述
を
以
て
直
ち
に
今
橋
城
陥
落
と
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
加
え
て
当
該
の
氏
康
Ｂ
書
状
は
、
今
橋
を
｢
本
意｣
に
す
る
と
記
し
て
い
る
。
山
田
氏
前
掲
書
は
、
今
橋
城
主
戸
田
宣
成
は
こ
の
と
き
討
ち
死
し
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
降
伏
し
て
城
を
明
け
渡
し
今
川
の
臣
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
降
伏
か
ら
城
明
け
渡
し
ま
で
の
間
に
一
ヶ
月
余
の
和
睦
交
渉
期
間
の
あ
っ
た
こ
と
130
を
想
定
す
る
こ
と
も
無
理
で
は
な
い
。
天
文
十
六
年
今
橋
｢
本
意｣
と
い
う
記
述
に
、
こ
と
さ
ら
に
疑
問
を
呈
す
る
理
由
も
失
せ
る
。
さ
て
以
上
の
①
②
は
、
織
田
・
今
川
相
談
の
上
で
な
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ま
ず
①
と
②
は
、
先
の
菩
提
心
院
日
覚
書
状
か
ら
、
そ
れ
が
あ
っ
た
時
期
が
あ
る
程
度
特
定
で
き
る
。
同
文
書
は
九
月
二
十
二
日
付
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
三
河
急
変
の
報
は
｢
此
の
十
日
計
已
前
ニ
京
都
よ
り｣
罷
り
下
っ
た
楞
厳
坊
ら
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
情
報
源
た
る
織
田
信
秀
は
｢
三
州
平
均
、
其
翌
日
ニ
京
上｣
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
②(
織
田
の
岡
崎
攻
落)
は
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
、
①(
織
田
の
安
城
突
破)
は
そ
れ
以
前
と
な
る
。
一
方
、
③(
今
川
の
今
橋
攻
め)
は
、
天
文
十
五
年
九
月
二
十
八
日
時
点
で
は
ま
だ
開
始
さ
れ
て
い
な
い
が
あ
り
う
る
こ
と
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
(
同
日
付
牧
野
保
成
条
目
写
、
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
五
七
八
号)
、
同
年
十
一
月
十
五
日
時
点
で
は
、
前
述
の
と
お
り
攻
撃
継
続
中
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
康
Ｂ
書
状
で
の
書
き
順
と
は
逆
で
、
ま
ず
今
川
に
よ
る
③
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
一
年
近
く
後
に
織
田
に
よ
る
①
↓
②
の
事
態
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
、
①
↓
②
が
織
田
・
今
川
相
談
の
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
な
る
と
、
今
川
に
よ
る
今
橋
支
配
(
城
代
配
置)
開
始
を
受
け
て
織
田
・
今
川
の
間
で
交
渉
が
持
た
れ
、
両
者
に
よ
る
三
河
分
割
の
線
引
き
に
つ
い
て
一
定
の
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
今
川
に
よ
る
今
橋
支
配
に
釣
り
合
う
も
の
と
し
て
織
田
が
岡
崎
を
支
配
す
る
合
意
が
あ
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
以
上
は
織
田
の
言
い
分
で
あ
る
。
た
だ
、
三
河
支
配
を
め
ぐ
り
両
者
間
に
交
渉
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
菩
提
心
院
日
覚
書
状
に
は
、
織
田
に
よ
る
岡
崎
攻
落
に
先
立
ち
、
｢
鵜
殿
は
か
ね
て
織
田
と
今
川
の
力
関
係
を
見
計
ら
っ
て
、
両
者
と
の
外
交
で
い
ろ
い
ろ
上
手
に
立
ち
回
っ
て
お
い
で
で
あ
っ
た｣
と
の
記
述
が
み
ら
れ
、
か
か
る
外
交
交
渉
存
在
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
一
方
で
菩
提
心
院
日
覚
書
状
は
、
織
田
の
岡
崎
攻
落
を
も
っ
て
鵜
殿
氏
の
立
場
が
危
う
い
も
の
に
急
変
し
た
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
織
田
・
今
川
の
密
約
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
事
態
の
急
変
を
三
河
国
人
ら
が
想
定
し
得
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
実
は
氏
康
Ｂ
書
状
が
伝
え
て
い
る
織
田
の
言
い
分
と
は
異
な
り
、
織
田
の
岡
崎
攻
落
は
、
今
川
に
と
っ
て
も
想
定
を
超
え
る
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
同
書
状
に
、｢
其
れ
以
後｣
(
①
↓
②
以
後)
に
よ
ろ
ず
織
田
に
と
っ
て
｢
相
違
の
あ
し
ら
い｣
が
生
じ
た
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
を
示
唆
す
る
。
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天
文
十
六
年
九
月
に
織
田
が
岡
崎
を
攻
落
し
た
こ
と
を
伝
え
る
菩
提
心
院
日
覚
書
状
・
北
条
氏
康
書
状
の
記
述
は
、
も
と
は
い
ず
れ
も
織
田
信
秀
か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
の
と
き
織
田
信
秀
が
三
河
に
お
い
て
衝
撃
的
攻
勢
を
か
け
た
こ
と
自
体
は
史
実
と
し
て
確
定
し
て
よ
い
。
し
か
し
こ
の
時
代
、
戦
国
大
名
な
ど
が
自
身
の
立
場
を
優
位
に
導
く
た
め
に
、
ま
こ
と
の
情
報
に
疎
い
遠
隔
地
に
向
け
て
、
自
身
の
戦
況
に
関
し
虚
実
を
交
え
て
自
己
側
の
戦
果
を
誇
大
に
発
信
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
信
秀
に
よ
っ
て
片
や
京
都
に
お
い
て
広
め
ら
れ
た
情
報
、
片
や
関
東
の
北
条
氏
に
向
け
て
発
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
文
十
六
年
九
月
に
至
る
ま
で
の
、
他
史
料
が
示
す
三
河
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
攻
勢
の
実
態
を
吟
味
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
検
討
に
必
要
と
思
わ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
ま
で
の
織
田
・
今
川
の
動
き
を
、
既
述
事
項
も
含
め
列
記
す
る
。
天
文
十
二
年
以
前
織
田
、
安
城
を
攻
落
す
る
。
天
文
十
三
年
九
月
織
田
、
美
濃
斎
藤
氏
を
攻
め
て
大
敗
す
る
。
同
年
閏
十
一
月
松
平
広
忠
の
臣
阿
部
大
蔵
、
尾
張
・
三
河
境
に
出
陣
す
る
。
天
文
十
四
年
月
未
詳
松
平
広
忠
、
安
城
城
を
攻
め
る
。
城
奪
回
か
な
わ
ず
。(
安
城
清せい
縄なわ
手て
の
戦
い)
天
文
十
五
年
十
一
月
今
川
、
今
橋
城
の
戸
田
橘
七
郎
宣
成
を
攻
め
る
。
天
文
十
六
年
六
月
十
三
日
以
前
今
川
、
今
橋
を
入
手
す
る
。
同
年
七
月
八
日
以
前
今
川
、
医
王
山
に
砦
普
請
を
終
え
る
。
同
年
九
月
五
日
今
川
、
田
原
城
の
戸
田
孫
四
郎
尭
光
を
攻
め
る
。
天
文
十
三
年
九
月
の
美
濃
に
お
け
る
織
田
信
秀
大
敗
は
西
三
河
に
影
響
し
、
岡
崎
城
主
松
平
広
忠
に
よ
る
織
田
へ
の
反
転
攻
勢
を
生
じ
た
。
安
城
清
縄
手
の
戦
い
は
、
の
ち
に
岡
崎
藩
主
と
な
っ
た
本
多
家
な
ど
に
十
七
世
紀
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
が
、
本
多
忠
豊
が
戦
死
し
た
戦
い
と
し
て
合
戦
場
所
等
詳
し
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
前
後
の
状
況
か
ら
か
ら
す
れ
ば
、
と
く
に
疑
う
理
由
も
な
か
ろ
う
(『
新
編
安
城
市
史
１』
村
岡
執
筆
五
八
八
〜
五
九
〇
ペ
ー
ジ
参
照)
。
天
文
十
五
年
十
一
月
以
降
の
今
川
軍
三
河
侵
入
は
、
そ
も
そ
も
今
川
132
氏
の
支
援
に
よ
っ
て
天
文
七
年
に
岡
崎
入
城
を
果
た
し
た
松
平
広
忠
に
と
っ
て
、
頼
み
と
す
る
援
軍
到
来
で
あ
る
。
同
家
発
祥
の
地
で
あ
る
安
城
城
奪
回
に
向
け
て
攻
勢
を
強
め
た
と
て
不
思
議
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
平
が
こ
の
時
期
に
安
城
城
を
奪
い
取
っ
た
か
と
い
え
ば
、
松
平
中
心
史
観
に
染
め
ら
れ
た
江
戸
時
代
成
立
諸
書
に
す
ら
そ
う
し
た
伝
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
天
文
十
六
年
九
月
の
織
田
の
三
河
攻
勢
以
前
に
お
い
て
は
、
安
城
城
は
依
然
と
し
て
織
田
が
維
持
し
つ
つ
も
、
松
平
広
忠
方
の
反
攻
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
北
条
氏
康
書
状
に
い
う
｢
安
城
は
要
害
、
則
時
ニ
破
ら
る｣
と
は
、
織
田
が
そ
う
し
た
危
機
状
況
を
突
破
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
に
つ
づ
く
織
田
に
よ
る
岡
崎
攻
落
情
報
の
信
憑
性
の
検
討
に
移
ろ
う
。
天
文
十
六
年
七
月
八
日
以
前
に
お
け
る
今
川
に
よ
る
医
王
山
(
岡
崎
市
羽
栗
町
通
称
岩
尾
山)
の
砦
(
山
中
城)
普
請
は
、
同
日
付
今
川
義
元
書
状
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
二
一
号)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
状
で
義
元
は
、｢
仍
て
三
州
、
此
の
刻
み
本
意
を
達
す
べ
く
候
、
近
日
出
馬
す
べ
く
候｣
(
三
河
を
こ
の
機
会
に
平
ら
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
近
い
う
ち
に
自
身
出
陣
す
る
つ
も
り
だ
。)
と
、
三
河
遠
征
中
の
将
天
野
景
泰
に
述
べ
て
い
る
。｢
去
比
さ
ん
ぬ
る
こ
ろ
｣
医
王
山
砦
普
請
が
完
了
し
た
こ
と
で
三
河
平
定
が
見
え
て
き
た
と
い
う
。
医
王
山
砦
が
睨
む
の
は
ど
こ
か
。
の
ち
に
桶
狭
間
の
戦
い
後
に
代
替
わ
り
し
た
今
川
氏
真
は
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
｢
松
平
信
孝
が
織
田
方
と
し
て
大
平
・
作
岡
・
和
田
(
上
和
田)
の
三
城
を
築
い
た
の
で
、
医
王
山
を
堅
固
に
抱
え
た｣
と
述
べ
て
い
る
(
永
禄
三
年
一
二
月
二
日
氏
真
判
物
写
、『
愛
知
県
史
資
料
編

織
豊
１』
五
〇
号)
。
大
平
・
作
岡
・
上
和
田
は
矢
作
川
以
東
岡
崎
市
内
に
お
い
て
岡
崎
城
の
東
か
ら
南
に
か
け
て
囲
む
形
で
並
び
、
矢
作
川
以
西
の
安
城
城
と
も
ど
も
岡
崎
城
を
包
囲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
医
王
山
砦
普
請
が
完
了
し
た
同
年
七
月
時
点
で
今
川
義
元
が
描
い
て
い
た
の
は
、
今
川
の
前
線
が
そ
の
ま
ま
東
海
道
を
北
西
に
進
み
信
孝
の
包
囲
網
を
突
破
し
て
、
岡
崎
の
松
平
広
忠
に
繋
が
る
戦
略
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
同
年
九
月
五
日
、
天
野
景
泰
ら
今
川
軍
は
一
転
し
て
田
原
攻
撃
に
従
っ
て
い
る
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
三
一
〜
一
六
三
七
号)
。
今
川
に
と
っ
て
予
定
変
更
を
強
い
ら
れ
た
予
期
せ
ぬ
戦
い
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
日
の
田
原
攻
め
で
今
川
が
田
原
を
攻
め
取
っ
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
山
田
邦
明
氏
は
、
史
料
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
こ
の
日
に
は
戸
田
尭
光
は
今
川
軍
を
退
け
、
田
原
城
を
維
持
し
た
事
実
が
読
み
取
れ
る
と
し
て
い
る
(
同
氏
前
掲
書
四
四
〜
四
九
ペ
ー
133
ジ)
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
川
の
田
原
攻
め
は
、
少
な
く
と
も
九
月
上
旬
の
一
定
期
間
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
菩
提
心
院
日
覚
書
状
・
北
条
氏
康
書
状
が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
、
織
田
に
よ
る
岡
崎
攻
落
が
事
実
と
す
れ
ば
、
と
き
に
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
と
先
に
推
定
し
た
。
ま
さ
し
く
今
川
は
田
原
で
の
戦
闘
の
最
中
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
織
田
が
岡
崎
を
攻
め
れ
ば
、
岡
崎
は
今
川
軍
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
容
易
に
攻
落
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
両
文
書
が
伝
え
る
岡
崎
降
参
情
報
が
真
実
味
を
帯
び
る
。
『
信
長
公
記』
が
記
す
信
長
の
初
陣
、｢
吉
良
大
浜｣
焼
き
討
ち
は
、
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
(｢
吉
法
師
殿
十
三
の
御
年｣
の
｢
翌
年｣)
。
同
書
は
月
日
を
記
さ
な
い
が
、
九
月
上
旬
の
信
秀
の
岡
崎
攻
め
に
連
動
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
同
書
に
は
｢
駿
河
よ
り
人
数
入
置
候
三
州
之
内
吉
良
大
浜｣
と
あ
る
。｢
吉
良
・
大
浜｣
と
す
る
刊
本
も
あ
る
が
、
当
該
部
分
は
こ
の
と
き
信
長
が
一
つ
所
を
攻
め
た
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、｢
吉
良
の
大
浜｣
と
読
ん
で
｢
吉
良
氏
の
領
で
あ
る
大
浜｣
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
大
浜
上
宮
熊
野
神
社
を
拠
点
と
し
て
い
た
長
田
喜
八
郎
に
充
て
た
天
文
十
九
年
十
一
月
十
九
日
付
今
川
義
元
判
物
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
七
六
六
号)
に
、｢
先
年
尾
州
・
岡
崎
取
合
之
刻｣
、
長
田
が
広
忠
に
対
し
無
沙
汰
せ
し
め
た
の
で
所
領
神
田
を
召
し
放
っ
た
云
々
の
文
言
が
あ
る
。｢
先
年
尾
州
・
岡
崎
取
合
之
刻｣
と
は
、
ま
さ
し
く
天
文
十
六
年
九
月
に
あ
っ
た
織
田
信
秀
の
岡
崎
攻
め
の
お
り
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
岡
崎
攻
め
の
一
環
と
し
て
大
浜
作
戦
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
(
以
上
、
村
岡
｢
天
文
年
間
三
河
に
お
け
る
吉
良
一
族
の
動
向｣
『
安
城
市
史
研
究』
９
、
二
〇
〇
八
年
参
照)
。
松
平
広
忠
が
事
実
織
田
に
降
参
し
た
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
岡
崎
城
主
の
地
位
を
保
証
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、｢
か
ら


の
命｣
と
い
う
表
現
を
文
字
ど
お
り
と
す
れ
ば
、
城
主
の
地
位
を
追
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
『
松
平
記』
『
岡
崎
領
主
古
記』
な
ど
に
は
、
信
秀
が
三
河
か
ら
退
去
し
て
ま
も
な
い
、
天
文
十
六
年
九
月
二
十
八
日
の
渡
わ
た
り
河
原
の
合
戦
が
記
さ
れ
て
い
る
(『
新
編
安
城
市
史
５』
五
二
五
、
五
二
六
号)
。
こ
れ
は
｢
一
日
合
戦｣
で
あ
っ
た
と
い
い
、
織
田
方
の
松
平
信
孝
が
岡
崎
城
を
攻
め
取
ら
ん
と
山
崎
城
(
安
城
市)
か
ら
出
陣
し
た
の
に
対
し
、
岡
崎
衆
は
渡
河
原
に
て
迎
え
撃
ち
、
信
孝
軍
の
矢
作
川
渡
河
を
阻
止
し
た
と
い
う
。
同
時
代
史
料
は
な
く
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
事
実
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
先
述
の
脈
絡
で
解
す
れ
ば
、
い
っ
た
ん
岡
崎
城
を
奪
わ
れ
た
広
忠
が
隙
を
突
い
て
城
に
復
帰
し
た
の
で
信
孝
が
牽
制
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
、
広
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忠
は
織
田
に
降
参
し
て
い
な
い
と
い
う
前
提
で
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
年
十
月
二
十
日
の
時
点
で
、
広
忠
の
心
が
従
前
の
反
織
田
と
し
て
の
立
場
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
渡
河
原
の
合
戦
以
前
に
お
い
て
、
広
忠
は
筧
重
忠
を
し
て
松
平
忠
倫
た
だ
と
も(
織
田
に
与
し
て
広
忠
に
敵
対)
を
殺
害
せ
し
め
た
が
(『
新
編
安
城
市
史
１』
五
九
六
ペ
ー
ジ
参
照)
、
こ
の
日
、
筧
の
忠
節
を
賞
し
知
行
を
与
え
て
い
る
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
四
一
号)
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
五
日
、
広
忠
は
、
父
清
康
の
十
三
回
忌
供
養
と
し
て
大
樹
寺
に
田
畠
を
寄
進
し
て
い
る
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
四
九
号)
。
こ
の
時
点
で
岡
崎
に
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
に
岡
崎
城
が
織
田
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
と
し
て
確
定
で
き
る
。
し
か
し
、
織
田
が
岡
崎
を
攻
落
し
た
と
ま
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
か
り
に
広
忠
が
降
参
し
た
と
し
て
も
、
信
秀
が
三
河
か
ら
退
去
し
て
ほ
ど
な
く
岡
崎
城
主
と
し
て
の
地
位
を
回
復
し
た
と
み
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
岡
崎
城
主
と
し
て
の
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
と
、
外
に
向
か
っ
て
反
織
田
の
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
と
が
、
こ
の
時
点
で
必
ず
連
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
反
織
田
の
旗
を
降
ろ
し
た
が
故
に
地
位
回
復
が
か
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
時
点
で
岡
崎
城
に
て
広
忠
が
反
織
田
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。も
と
よ
り
、
広
忠
降
参
情
報
が
信
秀
に
よ
る
謀
略
的
虚
偽
情
報
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
岡
崎
攻
落
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
に
は
、
広
忠
の
旗
幟
が
反
織
田
と
し
て
よ
り
鮮
明
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
そ
の
後
の
彼
の
動
向
を
検
討
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
広
忠
が
反
織
田
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
と
み
ら
れ
る
。
七
小
豆
坂
の
戦
い
に
お
け
る
松
平
広
忠
の
動
向
天
文
十
七
年
三
月
の
小
豆
坂
の
戦
い
の
と
き
、
広
忠
は
今
川
方
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
の
同
時
代
史
料
と
し
て
複
数
の
今
川
義
元
感
状
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
合
戦
全
体
を
俯
瞰
す
る
に
は
足
り
な
い
。
後
代
史
料
の
う
ち
で
そ
れ
に
足
る
も
の
と
し
て
は
、『
三
河
物
語』
が
成
立
も
早
く
、
最
も
良
質
で
あ
る
。
こ
れ
が
記
す
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(『
安
城
市
史
５』
五
三
〇
号
、
平
野
氏
前
掲
書
三
三
一
ペ
ー
ジ
地
図
参
照)
。
織
田
信
秀
は
尾
張
か
ら
安
城
に
入
っ
た
の
ち
、
矢
作
川
の
下
の
瀬
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(渡
河
原)
を
越
え
て
上
和
田
砦
に
移
動
し
た
。
合
戦
の
場
を
馬ば
頭とう
の
原
と
見
込
み
、
当
日
未
明
に
上
和
田
を
発
し
た
。
駿
河
衆
は
上
和
田
攻
め
の
い
く
さ
と
心
得
て
、
同
じ
く
未
明
に
藤
川
を
発
し
た
。
小
豆
坂
山
中
に
お
い
て
、
お
互
い
の
動
き
を
捕
捉
し
え
ぬ
ま
ま
進
軍
す
る
う
ち
に
両
軍
鉢
合
わ
せ
と
な
り
、
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
織
田
軍
は
一
度
押
さ
れ
て
盗
人
木
ぬ
す
っ
と
ぎ
ま
で
退
い
た
が
、
小
豆
坂
の
下
ま
で
盛
り
返
し
た
。
こ
こ
で
の
合
戦
は
相
引
と
な
り
、
駿
河
衆
は
藤
川
に
退
い
た
。
信
秀
は
い
っ
た
ん
上
和
田
に
退
き
、
つ
い
で
安
城
に
退
い
た
。
さ
ら
に
安
城
を
織
田
三
郎
五
郎
(
信
広)
に
守
ら
せ
て
自
身
は
清
須
に
帰
っ
た
。
意
外
に
も
、
松
平
軍
勢
の
動
き
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。『
三
河
物
語』
に
先
ん
じ
て
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
『
松
平
記』
の
小
豆
坂
の
戦
い
部
分
に
は
、
写
本
の
早
い
段
階
で
文
の
脱
落
・
錯
綜
が
生
じ
た
ら
し
い
(『
愛
知
県
史
資
料
編

中
世
・
織
豊』
編
纂
物
・
諸
記
録
三
号
国
会
図
書
館
本
そ
の
他
、
い
わ
ゆ
る
流
布
本
『
校
訂
松
平
記』
参
照)
。
同
書
は
、
｢
天
文
十
七
年
三
月
十
九
日
、
尾
州
衆
岡
崎
ヲ
ト
ラ
ン
ト
安
定
(
安
城)
ノ
城
ニ
弾
着
テ
、
先
手
ヲ
以
テ
押
来
ル｣
と
、
こ
の
と
き
｢
弾｣
す
な
わ
ち
信
秀
の
出
陣
目
的
が
、
今
川
本
隊
と
の
戦
い
で
は
な
く
岡
崎
攻
落
で
あ
っ
た
と
い
い
な
が
ら
、｢
今
川
軍
は
こ
れ
を
聞
き
、
矢
作
川
の
下
の
瀬
を
越
え
て
上
和
田
に
陣
し
、
小
豆
坂
を
上
が
っ
た｣
と
す
る
。
話
の
脈
絡
と
し
て
も
、
地
理
的
に
も
ま
っ
た
く
意
味
を
な
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
同
書
の
小
豆
坂
に
お
け
る
合
戦
描
写
自
体
は
、『
三
河
物
語』
よ
り
は
る
か
に
具
体
的
で
あ
る
。
小
豆
坂
に
お
け
る
初
度
の
遭
遇
戦
の
様
子
に
つ
い
て
『
松
平
記』
に
、
朝
比
奈
信
置
が
｢
一
番
鑓
致
シ
、
岡
崎
衆
ヲ
下
知
シ｣
織
田
軍
を
追
い
崩
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
朝
比
奈
信
置
充
て
今
川
義
元
感
状
が
存
在
す
る
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
六
二
号)
。｢
敵
味
方
備
う
処
、
下
知
を
加
え
一
戦
を
遂
げ
、
自
身
真
っ
先
に
馬
を
入
れ｣
と
あ
る
。
織
田
軍
が
再
度
小
豆
坂
に
盛
り
返
し
て
き
た
と
き
の
様
子
は
『
松
平
記』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
敵
が
二
の
備
え
で
盛
り
返
し
て
、
岡
崎
衆
林
藤
五
郎
・
小
林
源
之
助
を
初
め
と
し
て
、
よ
き
者
が
あ
ま
た
討
ち
死
に
し
た
。
そ
の
と
き
岡
部
五
郎
兵
衛
(
元
信)
が
横
鑓
を
入
れ
今
川
軍
は
盛
り
返
し
た
。
尾
州
衆
の
先
手
の
物もの
頭
が
し
ら
で
あ
る
｢
ヤ
リ
三
位｣
を
、
駿
河
衆
小
倉
与
助
が
組
み
討
ち
で
討
ち
取
り
高
名
仕
っ
た
。
三
位
が
討
た
れ
て
尾
州
衆
は
力
を
落
と
し
、
こ
と
ご
と
く
敗
軍
仕
っ
た
。
右
の
岡
部
元
信
の
働
き
に
対
応
す
る
岡
部
充
て
今
川
義
元
感
状
も
存
在
す
る
(
同
前
一
六
六
三
号)
。｢
味
方
難
儀
の
処
、
半
途
よ
り
取
っ
て
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返
し
、
馬
を
入
れ
、
敵
を
突
き
崩
し
勝
利
を
得｣
と
あ
り
、
続
い
て
｢
褒
美
と
し
て
、
こ
の
と
き
の
岡
部
の
い
で
た
ち
筋
馬
の
鎧
・
猪
の
立
物
に
つ
い
て
は
、
以
後
岡
部
以
外
の
今
川
分
国
武
者
が
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ｣
と
し
た
文
書
で
あ
る
。
戦
い
の
全
体
像
記
述
の
杜
撰
さ
に
反
し
、
細
部
に
お
い
て
か
な
り
正
確
で
あ
る
。『
松
平
記』
に
お
け
る
小
豆
坂
の
場
の
合
戦
描
写
は
、
お
お
よ
そ
史
実
に
見
合
う
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
｢
岡
崎
衆｣
は
今
川
軍
の
先
陣
を
切
っ
た
朝
比
奈
信
置
の
配
下
で
働
い
た
と
い
う
。
問
題
は
｢
岡
崎
衆｣
の
実
態
で
あ
る
。
織
田
・
今
川
両
軍
の
動
き
が
『
三
河
物
語』
の
と
お
り
で
あ
る
な
ら
ば
、｢
岡
崎
衆｣
は
遅
く
と
も
織
田
信
秀
の
上
和
田
砦
着
陣
以
前
の
段
階
で
岡
崎
を
離
れ
、
藤
川
の
今
川
軍
に
合
流
し
て
い
な
く
て
は
、
朝
比
奈
信
置
の
配
下
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
｢
岡
崎
衆｣
と
い
い
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
書
に
も
松
平
広
忠
は
登
場
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
通
説
ど
お
り
に
、
こ
の
合
戦
時
に
お
い
て
広
忠
が
今
川
方
と
し
て
岡
崎
城
主
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
と
し
た
場
合
、
こ
の
と
き
岡
崎
を
空
け
て
早
々
に
藤
川
ま
で
移
動
し
た
な
ら
、
敵
前
逃
亡
に
等
し
い
。
岡
崎
を
離
れ
ず
に
今
川
軍
の
到
来
を
待
ち
、
織
田
軍
の
退
路
を
塞
ぐ
形
で
挟
撃
す
る
の
に
優
る
策
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
か
ら
、
岡
崎
を
出
て
藤
川
に
向
か
う
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
朝
比
奈
信
置
配
下
に
事
実
｢
岡
崎
衆｣
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
広
忠
に
率
い
ら
れ
た
本
隊
で
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、『
三
河
物
語』
が
小
豆
坂
の
戦
い
に
お
け
る
岡
崎
城
の
広
忠
率
い
る
松
平
隊
の
動
き
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
言
及
が
な
い
の
は
広
忠
が
岡
崎
を
空
け
て
い
な
い
か
ら
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
理
解
し
が
た
い
。
広
忠
は
、
織
田
信
秀
の
小
豆
坂
↓
上
和
田
↓
安
城
へ
の
退
却
を
傍
観
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
傍
観
し
て
い
た
と
な
れ
ば
、
そ
れ
自
体
す
で
に
今
川
へ
の
背
信
に
ほ
か
な
ら
ず
、
事
前
の
織
田
へ
の
内
通
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
と
き
松
平
広
忠
は
今
川
方
と
し
て
ま
っ
た
く
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
事
態
で
あ
り
、
こ
の
戦
い
で
広
忠
が
今
川
方
に
属
し
た
と
す
る
通
説
へ
の
大
い
な
る
疑
い
で
あ
る
。
天
文
十
七
年
三
月
に
再
度
安
城
に
来
た
っ
た
織
田
信
秀
に
よ
っ
て
、
岡
崎
衆
は
織
田
軍
の
戦
闘
配
置
の
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
述
の
諸
矛
盾
は
す
べ
て
消
え
る
。
小
豆
坂
の
戦
い
の
と
き
、
今
川
軍
と
し
て
働
い
た
｢
岡
崎
衆｣
が
い
た
と
し
て
、
そ
れ
は
岡
崎
離
反
牢
人
衆
で
あ
ろ
う
。
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八松
平
広
忠
の
病
死
『
松
平
記』
は
、
小
豆
坂
の
戦
い
後
一
月
た
ら
ず
し
て
起
こ
っ
た
明
大
寺
耳
取
の
戦
い
を
伝
え
て
い
る
(『
新
編
安
城
市
史
５』
五
三
三
号)
。
織
田
方
の
松
平
信
孝
が
岡
崎
城
下
の
明
大
寺
表
南
か
ら
攻
め
入
り
、
岡
崎
衆
の
待
ち
伏
せ
攻
撃
を
撃
退
し
た
も
の
の
、
信
孝
は
明
大
寺
に
て
岡
崎
衆
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
命
し
た
と
い
う
。
そ
の
場
所
は
明
大
寺
村
耳
取
塚
で
あ
っ
た
と
、
別
の
史
書
は
伝
え
る
(
前
掲
五
三
三
号
村
岡
[
解
説]
参
照)
。
同
時
代
史
料
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
事
実
と
す
れ
ば
、
広
忠
は
小
豆
坂
の
戦
い
後
に
織
田
か
ら
離
反
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
た
だ
し
反
織
田
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
戦
後
に
お
け
る
織
田
の
統
制
力
低
下
を
う
け
て
信
孝
と
信
広
の
主
導
権
争
い
が
昂
じ
た
結
果
と
の
見
方
も
で
き
る
。
な
お
『
三
河
物
語』
は
、
こ
の
合
戦
を
小
豆
坂
の
戦
い
の
前
に
記
し
て
い
る
。
小
豆
坂
の
戦
い
以
降
に
お
け
る
広
忠
の
動
向
を
う
か
が
え
る
同
時
代
史
料
は
伝
わ
ら
な
い
。
今
川
に
よ
る
安
城
攻
落
戦
が
開
始
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
天
文
十
八
年
三
月
六
日
、
松
平
広
忠
は
死
没
す
る
。『
松
平
氏
由
緒
書』
は
、｢
前
の
と
し｣
に
｢
蜂
屋
半
丞
ト
申
者｣
(
こ
れ
は
後
述
片
目
八
弥
の
誤
伝)
の
｢
む
ほ
ん｣
に
よ
っ
て
村
正
の
脇
差
し
で
襲
わ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
｢
疵
よ
り
御
腹
中
へ
血
こ
も
り
候
て
御
煩
と
な
る｣
と
伝
え
る
。『
岡
崎
領
主
古
記』
は
広
忠
三
月
六
日
｢
横
死｣
と
し
、
佐
久
間
の
刺
客
｢
片
目
八
弥｣
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
、
の
ち
に
｢
天
野
孫
七
ト
云
者｣
が
佐
久
間
を
討
ち
取
っ
た
と
伝
え
て
い
る
(
同
書
の
原
典
『
参
州
本
間
氏
覚
書』
で
は
、
佐
久
間
に
つ
い
て
｢
広
瀬
之
佐
久
間
九
郎
左
衛
門
と
云
、
又
大
浜
の
佐
久
間
某｣
と
あ
る)
。
し
か
し
、
よ
り
成
立
の
早
い
『
松
平
記』
『
三
河
物
語』
は
、
た
ん
に
病
没
と
記
し
て
い
る
。『
松
平
記』
は
、
片
目
八
弥
な
る
者
に
広
忠
が
村
正
の
脇
差
し
で
襲
わ
れ
た
事
件
を
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
広
忠
の
死
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
く
、
信
孝
は
元
来
忠
節
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
、
彼
が
天
文
十
二
年
以
前
織
田
方
と
な
っ
て
広
忠
と
対
立
す
る
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
述
べ
て
い
る
(
９)
。
ま
た
、
八
弥
の
素
性
に
も
触
れ
て
い
な
い
(
佐
久
間
の
命
に
よ
る
と
い
う
記
述
な
し)
。
さ
て
、
天
文
十
八
年
十
月
二
十
七
日
以
前
、
天
野
孫
七
郎
が
加
茂
郡
高
橋
表
で
佐
久
間
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
兼
ね
て
の
約
束
を
果
た
し
、
同
日
、
岡
崎
松
平
家
の
重
臣
よ
り
忠
節
と
し
て
賞
さ
れ
て
い
る
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
七
〇
八
、
一
七
六
一
号)
。
同
年
の
安
城
城
攻
防
戦
の
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
書
を
伝
え
る
『
譜
牒
余
録』
に
、
佐
138
久
間
切
り
と
広
忠
の
死
を
結
び
つ
け
る
記
事
は
な
い
。『
三
河
物
語』
で
は
、
広
忠
が
天
野
孫
七
郎
に
｢
広
瀬
之
作
間
ヲ
切
て
参
レ｣
と
命
じ
、
天
野
が
佐
久
間
に
手
負
い
を
浴
び
せ
た
こ
と
を
賞
し
て
、
広
忠
が
大
浜
に
五
十
貫
文
与
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
仮
に
こ
れ
が
一
面
の
史
実
を
伝
え
て
い
る
と
み
て
先
の
文
書
と
整
合
さ
せ
る
な
ら
ば
、
加
茂
郡
広
瀬
の
佐
久
間
と
広
忠
と
の
間
に
何
ら
か
の
遺
恨
が
あ
り
、
広
忠
の
死
後
に
佐
久
間
へ
の
怨
讐
が
果
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
広
忠
が
八
弥
な
る
者
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
事
実
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
野
孫
七
郎
が
加
茂
郡
高
橋
表
で
佐
久
間
を
切
っ
た
の
は
、
天
文
十
八
年
安
城
城
攻
防
戦
さ
な
か
の
史
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
広
忠
の
死
を
結
び
つ
け
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
織
田
の
陰
謀
と
し
て
片
目
八
弥
に
よ
る
広
忠
殺
害
を
説
く
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
後
代
の
付
会
説
に
引
き
ず
ら
れ
た
論
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
小
豆
坂
の
戦
い
後
の
広
忠
の
旗
幟
が
た
ん
に
曖
昧
で
あ
っ
た
だ
け
な
ら
、
す
で
に
人
質
竹
千
代
を
得
て
い
た
信
秀
が
広
忠
暗
殺
の
挙
に
出
る
理
由
が
見
当
ら
な
い
。
広
忠
へ
の
外
交
圧
力
を
強
め
れ
ば
す
む
こ
と
で
あ
る
。
『
松
平
記』
が
伝
え
る
と
お
り
に
、
明
大
寺
耳
取
の
戦
い
が
小
豆
坂
の
戦
い
後
の
史
実
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
と
き
広
忠
の
旗
幟
が
今
川
方
と
し
て
鮮
明
で
あ
る
な
ら
、
織
田
が
広
忠
を
殺
害
す
る
動
機
は
一
応
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
織
田
は
広
忠
没
後
も
竹
千
代
を
生
か
し
置
い
て
い
る
。
い
か
な
る
竹
千
代
の
利
用
価
値
を
見
込
ん
で
の
措
置
な
の
か
、
そ
れ
が
説
明
で
き
な
い
。
広
忠
を
謀
殺
し
た
上
で
そ
の
子
と
そ
の
家
臣
団
に
織
田
へ
の
忠
節
を
期
待
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
で
き
る
と
す
れ
ば
、
岡
崎
家
中
に
そ
の
謀
略
に
あ
ら
か
じ
め
加
担
す
る
重
臣
を
確
保
で
き
て
い
れ
ば
こ
そ
だ
が
、
は
た
し
て
織
田
が
そ
の
よ
う
な
や
や
こ
し
い
シ
ナ
リ
オ
を
信
孝
亡
き
あ
と
速
や
か
に
描
き
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
今
川
に
よ
る
安
城
城
攻
め
を
直
前
に
し
て
、
織
田
は
は
や
、
安
城
城
陥
落
を
想
定
し
て
い
た
と
い
う
の
か
。
安
城
城
を
今
川
が
奪
っ
た
の
は
天
文
十
八
年
十
一
月
の
こ
と
で
、
陥
落
ま
で
半
年
以
上
を
要
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
織
田
が
す
で
に
そ
こ
ま
で
事
態
を
悲
観
し
、
備
え
と
し
て
生
か
し
置
い
た
と
み
る
の
は
、
の
ち
の
推
移
、
す
な
わ
ち
竹
千
代
・
織
田
信
広
の
人
質
交
換
と
い
う
歴
史
の
顛
末
を
知
る
者
の
付
会
の
説
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
広
忠
病
没
説
に
疑
問
を
挟
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
―
人
質
竹
千
代
の
真
相
を
推
理
し
つ
つ
―
最
後
に
、
時
間
は
遡
っ
て
、
松
平
広
忠
の
子
竹
千
代
(
の
ち
の
家
康)
が
田
原
戸
田
氏
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
織
田
信
秀
の
も
と
に
差
し
出
さ
れ
た
と
い
う
、
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。
通
説
で
は
、
天
文
十
六
年
に
田
原
戸
田
氏
が
竹
千
代
を
奪
っ
て
織
田
に
差
し
出
し
た
こ
と
が
、
今
川
に
よ
る
同
年
九
月
上
旬
の
田
原
攻
め
を
結
果
し
た
と
さ
れ
る
。
戸
田
が
か
か
る
挙
に
出
た
動
機
、
奪
っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
塩
見
坂
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
を
指
す
の
か
、
竹
千
代
が
そ
こ
に
至
っ
た
道
程
、
田
原
経
由
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
な
ど
、
い
く
つ
も
の
疑
問
点
が
呈
さ
れ
な
が
ら
も
、
戸
田
が
奪
っ
て
織
田
に
差
し
出
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
は
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
(
)
。
田
原
が
織
田
に
通
じ
た
か
ら
今
川
が
田
原
を
攻
め
た
と
い
う
の
は
理
由
が
通
っ
て
い
る
が
、
田
原
戸
田
の
側
に
身
を
お
い
て
み
れ
ば
、
織
田
に
内
通
す
る
こ
と
は
あ
り
え
て
も
、
こ
の
よ
う
に
公
然
と
反
旗
を
翻
し
て
は
(
ま
し
て
や
、
塩
見
坂
が
遠
江
国
塩
見
坂
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
自
身
の
居
城
か
ら
離
れ
た
所
で
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
謀
叛
が
露
顕
し
て
し
ま
い)
、
今
川
に
攻
撃
さ
れ
る
自
滅
の
種
を
み
ず
か
ら
蒔
い
た
に
等
し
く
、
何
の
見
通
し
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
何
の
益
あ
っ
て
の
こ
と
か
理
解
不
能
で
あ
る
。
今
川
の
攻
撃
を
退
け
る
に
足
る
織
田
の
援
助
に
つ
い
て
確
た
る
見
通
し
な
く
し
て
は
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
。
田
原
と
織
田
内
通
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
明
ら
か
と
な
っ
た
事
実
に
よ
り
解
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
川
が
田
原
を
攻
め
て
苦
戦
し
て
い
た
の
と
同
じ
、
ま
さ
し
く
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
、
織
田
の
岡
崎
攻
落
作
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
(
第
六
章)
。
織
田
と
田
原
の
間
に
事
前
に
周
到
な
連
絡
が
あ
っ
た
と
、
十
分
に
想
定
し
う
る
。
つ
ま
り
は
両
者
間
に
周
到
な
内
通
が
あ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
田
原
の
公
然
た
る
今
川
へ
の
敵
対
行
動
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
川
の
意
図
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
田
原
攻
め
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
で
は
本
当
に
田
原
戸
田
氏
は
竹
千
代
を
奪
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
竹
千
代
は
戸
田
に
預
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
竹
千
代
が
近
づ
い
た
と
き
に
戸
田
が
ふ
と
拉
致
し
た
と
伝
え
る
。
拉
致
す
る
日
時
を
戸
田
み
ず
か
ら
が
決
め
た
り
、
早
々
と
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
拉
致
し
た
な
ら
そ
の
瞬
間
に
今
川
へ
の
反
逆
が
発
覚
し
て
し
ま
う
。
す
で
に
前
年
の
今
橋
攻
め
に
先
立
ち
今
川
氏
に
お
い
て
は
、
今
橋
・
田
原
が
敵
と
な
っ
た
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
た
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
五
七
140
八
号)
。
竹
千
代
略
取
の
知
ら
せ
を
受
け
て
信
秀
が
三
河
に
駆
け
つ
け
る
以
前
に
、
東
三
河
を
制
圧
し
て
い
る
今
川
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
織
田
と
の
事
前
謀
議
の
う
ち
に
竹
千
代
略
取
計
画
が
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
。
た
だ
、
事
前
謀
議
で
予
定
さ
れ
て
い
た
決
起
の
日
程
に
合
致
す
る
、
ま
さ
し
く
千
載
一
遇
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
眼
前
に
竹
千
代
が
あ
ら
わ
れ
た
な
ら
、
奪
う
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。
竹
千
代
略
奪
ス
ト
ー
リ
ー
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
竹
千
代
は
今
川
に
差
し
出
さ
れ
た
人
質
と
し
て
運
ば
れ
る
途
中
で
あ
っ
た
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
今
川
が
三
河
国
人
か
ら
子
息
を
人
質
と
し
て
取
る
こ
と
は
、
天
文
十
八
年
以
降
三
河
統
治
を
進
め
る
中
で
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
天
文
十
六
年
の
段
階
で
こ
と
さ
ら
に
松
平
広
忠
に
子
息
差
し
出
し
を
求
め
る
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
っ
た
と
し
て
、『
松
平
記』
に
天
文
十
六
年
当
時
｢
国
中
大
方
敵
ニ
成
、
岡
崎
一
城
ニ
成
申
候｣
と
ま
で
い
わ
れ
た
、
松
平
信
孝
ら
の
包
囲
網
を
、
い
か
に
し
て
竹
千
代
護
送
の
一
行
が
く
ぐ
り
抜
け
た
の
か
。
こ
れ
に
対
し
、
天
文
十
六
年
九
月
、
織
田
信
秀
が
松
平
広
忠
を
｢
か
ら


の
命｣
に
追
い
込
み
、
竹
千
代
を
広
忠
か
ら
差
し
出
さ
せ
た
と
み
る
の
は
、
確
証
は
な
い
に
し
て
も
、
状
況
と
し
て
は
る
か
に
合
理
的
で
無
理
の
な
い
想
定
と
い
え
る
。
さ
て
、
想
定
は
以
上
に
し
て
、
ま
と
め
に
移
ろ
う
。
天
文
十
六
年
九
月
上
旬
、
織
田
信
秀
は
田
原
戸
田
氏
(
堯
光)
と
連
動
し
、
西
三
河
に
攻
め
込
み
、
岡
崎
城
の
松
平
広
忠
を
攻
め
た
。
信
秀
は
、
直
後
に
岡
崎
攻
落
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
い
っ
た
ん
信
秀
が
三
河
か
ら
退
い
た
時
点
で
、
広
忠
が
岡
崎
に
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
織
田
と
の
再
度
の
戦
い
を
辞
さ
な
い
明
確
な
姿
勢
示
し
て
い
た
の
か
、
反
織
田
の
旗
を
降
ろ
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
以
後
の
推
移
か
ら
す
る
と
後
者
で
あ
ろ
う
。天
文
十
七
年
三
月
の
小
豆
坂
の
戦
い
に
お
い
て
は
、
広
忠
の
動
向
を
語
る
史
料
が
存
在
し
な
い
。
そ
の
こ
と
自
身
、
彼
が
織
田
の
軍
門
に
あ
っ
た
こ
と
の
間
接
的
証
拠
と
し
て
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
小
豆
坂
の
戦
い
後
も
、
広
忠
は
依
然
と
し
て
岡
崎
城
を
保
っ
て
い
る
が
、
子
息
竹
千
代
を
織
田
の
も
と
に
取
ら
れ
た
状
態
の
な
か
、
め
だ
っ
た
動
き
を
確
認
で
き
な
い
。
天
文
十
八
年
三
月
、
今
川
に
よ
る
安
城
城
攻
落
作
戦
が
開
始
さ
れ
る
直
前
、
広
忠
は
病
死
し
た
。
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天
文
十
六
年
九
月
上
旬
、
岡
崎
松
平
広
忠
に
今
川
と
織
田
の
潮
目
が
押
し
寄
せ
、
嗣
子
竹
千
代
は
そ
の
潮
目
で
織
田
に
渡
っ
た
。
以
後
広
忠
は
、
織
田
の
流
れ
に
呑
ま
れ
、
潮
目
付
近
に
漂
う
中
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
註
(
１)
こ
れ
に
つ
い
て
先
に
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
九
日
末
盛
城
講
演
会
｢
相
応
寺
の
つ
ど
い｣
を
最
初
と
し
て
市
民
講
座
・
自
治
体
講
座
等
で
述
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
『
読
売
新
聞』
の
取
材
に
応
じ
、
同
紙
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
九
日
朝
刊
に
概
要
が
報
じ
ら
れ
た
。
(
２)
『
富
山
県
史
史
料
編
Ⅱ
中
世』
(
富
山
県
発
行
、
一
九
七
五
年)
一
五
〇
一
号
に
『
長
久
山
歴
代
譜』
の
日
覚
譜
を
収
め
て
い
る
。
(
３)
『
富
山
県
の
歴
史』
久
保
尚
文
｢
３
章
戦
国
乱
世
の
到
来｣
一
一
九
〜
一
二
〇
ペ
ー
ジ
(
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年)
参
照
。
(
４)
『
富
山
県
史
通
史
編
Ⅱ
中
世』
(
富
山
県
、
一
九
八
四
年)
久
保
尚
文
・
金
龍
教
英
｢
第
四
章
第
二
節

保
・
椎
名
の
角
逐
と
上
杉
氏
の
越
中
進
攻｣
参
照
。
(
５)
｢
天
文
御
日
記｣
天
文
十
三
年
三
月
十
一
日
条
、『
真
宗
史
料
集
成
第
三
巻』
(
株
式
会
社
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
七
年
再
版
、
初
版
一
九
七
九
年)
所
収
。『
富
山
県
史
史
料
編
Ⅱ
中
世』
一
四
四
〇
号
同
じ
。
(
６)
天
文
十
三
年
五
月
十
三
日
菩
提
心
院
日
覚
書
状
・
同
年
六
月
三
日
本
禅
寺
日
導
書
状
、
と
も
に
長
存
寺
文
書
、『
愛
知
県
史
資
料
編

中
世
３』
(
愛
知
県
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
一
九
、
一
五
二
〇
号
。
以
下
に
お
い
て
同
書
所
収
史
料
は
、
本
文
中
に
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
五
二
〇
号)
の
ご
と
く
に
示
す
。『
富
山
県
史
通
史
編
Ⅱ
中
世』
同
章
同
節
九
五
一
〜
九
五
四
ペ
ー
ジ
｢
城
尾
城
籠
城
問
題
と
楡
原
法
華｣
参
照
。
(
７)
関
係
文
書
(
本
能
寺
文
書
、
本
禅
寺
文
書
、
蜷
川
文
書)
は
、
村
井
祐
樹
編
『
戦
国
遺
文
佐
々
木
六
角
氏
編』
(
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年)
五
八
八
、
五
八
九
、
五
九
六
〜
六
〇
五
、
六
一
一
、
六
一
二
号
。
な
お
、
河
内
将
芳
『
日
蓮
宗
と
戦
国
京
都』
(
淡
交
社
、
二
〇
一
三
年)
｢
第
三
章
天
文
法
華
の
乱｣
参
照
。
(
８)
｢
被｣
｢
無｣
の
草
書
体
は
似
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
文
書
中
の
他
の
く
だ
り
で
｢
被｣
は
何
度
も
用
い
ら
れ
、｢
無｣
も
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
古
証
文』
原
本
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
に
、『
古
証
文』
筆
記
者
が
当
該
箇
所
を
｢
被｣
と
書
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
神
奈
川
県
史』
の
あ
と
、
杉
山
博
・
下
山
治
久
編
『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
第
一
巻』
(
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
九
年)
三
二
九
号
、
『
小
田
原
市
史
史
料
編
中
世
二』
(
小
田
原
市
発
行
、
一
九
九
一
年
、
以
下
『
小
田
原
市
史』
と
表
記)
、
二
四
二
号
、
い
ず
れ
も
｢
無｣
と
し
て
い
る
。
村
岡
は
、
担
当
し
た
『
新
編
安
城
市
史
５
資
料
編
古
代
・
中
世』
(
安
城
市
、
二
〇
〇
四
年
、
以
下
『
新
編
安
城
市
史
５』
と
表
記)
五
二
七
号
に
お
い
て
、｢
被｣
と
改
め
た
上
で
｢
文
字
自
体
は
｢
被｣
で
あ
る｣
と
解
説
し
た
(
同
号
・
五
二
八
号
[
解
説]
参
照)
。
二
〇
〇
九
年
刊
行
の
愛
知
県
史
『
中
世
３』
で
こ
れ
が
一
蹴
さ
れ
て
い
る
の
は
、
残
念
と
い
う
ほ
か
な
い
。
横
山
住
雄
氏
は
、『
小
田
原
市
史』
を
出
典
と
し
て
明
示
し
な
が
ら
も
、｢
駿
州
今
川
氏
に
相
談
の
う
え｣
あ
る
い
は
｢
信
秀
は
今
川
義
元
と
合
意
の
上
で
天
文
十
六
年
に
安
祥
を
攻
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略
し｣
な
ど
と
、｢
被｣
で
解
釈
し
て
い
る
(
同
氏
著
『
織
田
信
長
の
系
譜』
教
育
出
版
文
化
協
会
、
一
九
九
三
年
、
一
三
四
な
ら
び
に
一
三
七
ペ
ー
ジ)
。『
古
証
文』
原
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
平
野
明
夫
氏
は
、｢
無｣
と
前
提
し
て
解
釈
し
て
い
る
(
同
氏
著
『
三
河
松
平
一
族』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
二
年
、
洋
泉
社
よ
り
Ｍ
Ｃ
新
書
と
し
て
二
〇
一
〇
年
再
刊
、
再
刊
本
三
一
六
ペ
ー
ジ
、
以
下
同
書
の
ペ
ー
ジ
数
は
再
刊
本
に
よ
る)
。
こ
れ
は
、
織
田
が
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
今
川
と
｢
相
談｣
の
上
で
三
河
に
お
い
て
い
く
さ
を
起
こ
す
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
む
し
ろ
、
去
年
は
今
川
と
｢
相
談｣
の
上
で
三
河
に
お
い
て
い
く
さ
を
起
こ
し
た
が
、
｢
其
れ
以
後｣
に
｢
よ
ろ
ず
そ
の
国
(
尾
張)
に
と
っ
て
相
違
の
あ
し
ら
い｣
が
生
じ
た
の
で
、
近
々
に
織
田
信
秀
が
再
度
三
河
に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
文
章
は
無
理
な
く
つ
な
が
っ
て
お
り
、
文
意
も
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
を
｢
相
談
無
く｣
と
解
し
た
の
で
は
、
か
え
っ
て
｢
其
れ
以
後｣
に
文
章
が
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
織
田
と
今
川
が
敵
対
関
係
に
あ
る
と
き
に
は
、
相
談
な
ど
し
な
い
で
一
方
的
に
攻
め
入
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
｢
相
談
無
く｣
な
ど
と
表
現
す
る
方
が
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
る
。
(
９)
『
松
平
記』
は
渡
河
原
の
合
戦
記
事
の
直
後
に
、｢
去
年｣
の
こ
と
と
し
て
こ
の
事
件
を
述
べ
て
い
る
。
新
行
紀
一
氏
は
、
こ
の
｢
去
年｣
を
天
文
十
五
年
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
(『
新
編
岡
崎
市
史
２』
新
編
岡
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
発
行
、
一
九
八
九
年
、
新
行
氏
執
筆
七
一
〇
ペ
ー
ジ)
。
こ
の
事
件
で
は
信
孝
が
そ
の
場
に
い
て
、
片
目
八
弥
を
突
き
殺
し
た
と
あ
り
、
天
文
十
五
年
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
｢
去
年｣
は
ア
バ
ウ
ト
に
｢
去
ん
ぬ
る
年｣
の
意
味
で
あ
る
。
(
)
私
も
か
つ
て
こ
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
そ
れ
が
あ
っ
た
の
は
、
同
年
七
月
八
日
以
前
と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
(『
新
編
安
城
市
史
１
通
史』
五
九
四
ペ
ー
ジ)
。
今
こ
れ
を
撤
回
す
る
。
拙
論
は
、
同
年
と
推
定
さ
れ
る
七
月
八
日
付
今
川
義
元
書
状
(
愛
知
県
史
『
中
世
３』
一
六
二
一
号)
に
｢
三
河
を
こ
の
機
会
に
平
ら
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
近
い
う
ち
に
自
身
出
陣
す
る
つ
も
り
だ｣
と
あ
る
の
を
、
田
原
攻
め
の
予
告
と
解
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
す
で
に
六
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
は
西
三
河
を
含
め
た
三
河
平
定
の
意
志
を
継
げ
た
文
言
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
義
元
自
身
の
出
馬
を
告
げ
て
ま
で
三
河
遠
征
軍
を
鼓
舞
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
(
文
学
部
教
授)
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